
Ｂ：サンフジ企画 Ｃ：自　然　堂 Ｄ：エ　コ　ス Ｅ：たからや Ｋ：サンドラック Ｏ：三菱地所

登録№7、温浴 登録№3、温浴 登録№1、スーパー 登録№14、スーパー 登録№12、ドラック 登録№13、温浴・ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ

経常利益は安定的伸び 経常経費は安定的伸び 経常経費は安定的伸び 経常経費は安定的伸び 経常経費は安定的伸び 経常経費は安定的伸び

売上は安定的伸び 売上は安定的伸び 売上は安定的伸び 売上は安定的伸び 売上は安定的伸び 売上は安定的伸び

首都圏１２店舗
９店舗、２３店舗フラン
チャイズ店指導

グループ３社で９７店舗 ６店舗 ２１７店舗
ｽｰﾊﾟｰ銭湯、ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄの複
合

住宅展示場での利益でカバー
契約時に市へ保証金支払いを
提案

不測の事態時には第三者を探
す

危機的状態ないよう努力
コアテナントとして撤退無｡また
テナント収益の改定

デベロッパーとして事業者を探
す

未上場 上場 上場 未上場 上場 上場

日本家屋風デザイン 日本家屋風デザイン 洋風・箱型デザイン 洋風・箱型デザイン 洋風・箱型デザイン 日本家屋風デザイン

公園配置で市民が集える憩
いの場

ポケットパーク配置で市民
が集える憩いの場

街並み生む景観

駐車台数２００台 駐車台数１８０台 駐車台数９８台 駐車台数１１５台
駐車台数１２３台、市の施
設駐車場等の利用も想定

駐車台数２２５台

午前０時までの営業｡ 午前２時までの営業 午後１０時までの営業 午後１１時までの営業 午後９時までの営業 午後１１時までの営業

温泉利用料を抑え、集客か
ら地域の活性化

多数のイベント、地域との
連携事業などで活性化

地場野菜の活用等 地場野菜の活用等 集客から地域活性化
地場野菜の活用等地域の活
性化、多数のイベント

配慮あり 配慮あり 配慮あり 配慮あり 配慮あり 配慮あり

緑の配置で公園との連続性 緑の配置で公園との連続性 緑の配置で公園との連続性 緑の配置で公園との連続性 緑の配置で公園との連続性

施設配置は道路側に 施設配置は道路側に 施設配置は住居側 東側生活道路に搬入口 施設配置が東側、搬入口も東 計画地全域に施設配置

地域に同業種なし 地域に同業種なし 地域に同業種あり 地域に同業種あり 地域に同業種あり
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ部分は地域に同
業種あり

温浴施設
温浴施設　　公衆浴場と料
金体系で区別化

ドラックストア、食品スー
パー

テナントにクリニック、調剤薬局
ﾃﾅﾝﾄにﾄﾞﾗｯｸｽﾄｱ、歯科｡場合
により調剤薬局

温浴施設、食品スーパー、
介護ステーション

地域と共存策として招待券、無
料招待日など

実績として地域商店等との共
存あり

地域の核として集客、地域
の活性化を思案

競合事業の売り場面積を制限

温泉利用料を抑え、集客から
地域の活性化

地域イベント積極参加 地域全体の商業活性化
近隣商店との共同キャン
ペーンの提案

近隣商店会のイベントに協力、
参画

公序良俗に反しない施設 公序良俗に反しない施設 公序良俗に反しない施設 公序良俗に反しない施設 公序良俗に反しない施設 公序良俗に反しない施設

災害時の避難場所として開放
を提案

テナントに地元事業誘致

健康に直結する施設 健康に直結する施設 健康、生活に直結する施設
健康をテーマとした商品、
コーナー

住民の健康をショッピング
を通じて実現

健康に直結する施設

バス停前に歩行用出入口配
置

バス停前に歩行用出入口配
置

薬店・薬局内に調剤薬局配
置

スーパー、雑貨、クリニッ
ク、レストラン等テナント

ドラッグ、生活雑貨・衣
料、飲食

角地に空間を配置

利用望める 利用望める 利用望める 利用望める 利用望める 利用望める

１日1,000人～2,000人見込 40～50万人／年　見込み 集客ある 集客ある 集客ある 集客ある

顧客ニーズの反映システム 顧客ニーズの反映システム
地域住民の生活基盤の利便
性を重視

顧客満足度の向上 顧客満足度の向上 顧客ニーズの反映システム

入口周辺に公園、ベンチ設
置

ポケットパーク配置で市民
が集える憩いの場

店頭・店内を地域イベント
に提供

南側道路にベンチを設置 南側道路にベンチを設置
広場、遊歩道、待合所等設
置

最高15点

・気軽な利用

・市民の積極的利用

・集客施設

・ニーズ対応

・いこい、交流の場

４．市民ニーズへの対応

・健康施設

３．周辺との競合（同業
種）

・地元小売店

最高10点

・業種の競合

・共存の考え

・地元商店街

・迷惑施設

最高10点

・景観的な魅力

・駐車台数の確保

・営業時間

・産業の活性化

・ユニバーサル・デザイ
ン

・上場の状況

２．配慮事項（周辺地域）

・企画、デザイン

・周辺との一体感（調
和）

・地域の環境

１．資格要件・企業信用度
（事業報告書、有価証券報告書）

・経常利益の状況

最高15点

・売上高の安定性

・企業の財政的体力

・危機回避能力

〔第２次ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・提案ポイント〕１部抜粋

審　査　項　目 審査の視点・ポイント 配点　 企業



高齢者温浴施設優待など
高齢者温浴施設割引、無料招
待日など

薬局、薬店 クリニック、調剤薬局 健康相談窓口 介護サービスセンター

天然温泉 天然温泉 天然温泉

103.38㎡ 144.82㎡ 100㎡ 113.96㎡ 151㎡ 151㎡

382.68㎡ 400.11㎡ 300㎡ 203.98㎡ 411㎡ 243㎡

ｺﾝｻｰﾄ、会議、各種教室、文
化セミナーなど

ﾊﾟｰﾃｨ、ｾﾐﾅｰ、ｶﾙﾁｬｰｽｸｰﾙ、
指導者付運動教室など

スポーツや各種教室 年間イベント提案
絵画展、レクレーション、
パーティ

文化活動、自主企画、宴集
会利用

市民の憩いの場、交流の場
となるイベント

市民の憩いの場、交流の場
となるイベント

市民の憩いの場、交流の場
となるイベント

芝居小屋をイメージ

あり あり あり あり あり あり

地区センター、イベント
ホールとも１階

地区センター、イベント
ホールとも１階

地区センター、イベント
ホールとも１階

地区センター、イベント
ホールとも２階

１階地区センター、２階イ
ベントホール

地区センター、イベント
ホールとも１階

条件施設と提案施設は同一施
設内

条件施設と提案施設は同一施
設内

条件施設と提案施設とは別棟 条件施設と提案施設とは別棟 条件施設と提案施設とは別棟
ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙと提案施設は同一
施設内、地区ｾﾝﾀｰは別棟

地区センター専用の駐車場完
備

30点

25点

20点

15点

最高 5点
法人市民税、固定資産税、
上下水道使用料等

法人市民税、固定資産税、
上下水道使用料等

法人市民税、固定資産税、
上下水道使用料等

法人市民税、固定資産税、
上下水道使用料等

法人市民税、固定資産税、
上下水道使用料等

法人市民税、固定資産税、
上下水道使用料等

79,617,000 82,176,000 77,048,280 56,000,000
６．土地貸付料等
（市の歳入を含めた評価）

8，000万円以上

40,200,000 50,400,000

6，500万円以上～8，000万円未満

4，500万円以上～6，000万円未満

3，000万円以上～4，500万円未満

土地貸付料以外の市の歳入の規模

・敷地施設との一体感

・明確な利用目的

・利用しやすさ

５．市の条件施設

・地区センター延床100㎡

最高15点

・ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ200人収容

・積極的活用方法

・魅力的施設

・高齢者福祉

・市の目玉となる施設


